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主将挨拶

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。東京大学運動会ワンダーフォー
ゲル部主将の鴨田と申します。これから始まる新生活に胸を膨らませているこ
の春、皆さんは学問やバイトなど、様々な場面で岐路に立っていることでしょう。
中でもどの部活に入るかは、今後の大学生活を左右する重大な選択だと思い
ます。その中で、何かの縁でこのパンフレットを手にしてくださったことを嬉しく
思います。そんな皆さんに向け、ここは新歓らしく「ワンゲル最高！ワンゲルに
入ろう！」と言いたいところですが、そもそも「ワンゲルって何？？」という方も
多いのではないでしょうか。というのも、実は私も二年前はその一人だったの
です。
やりたいことがこれといってなかった私は、新歓でワンダーフォーゲル部とい
う名前を目にし、その部活はどうやら山に登るらしいということを知りました。そ
して、ハイキングもありだなくらいの軽いノリで「新歓ハイク」に参加し、その気
持ちは強くなりました。ところが、次に参加した「新人合宿」、これがとんでもな
かったのです。一泊二日と聞いていたのに出発は金曜夜。勉強でヘトヘトの体
で車に揺られること二時間、やっと寝られると思ったら「今日はここで寝るよ(ア
スファルトの駐車場)」by先輩。めっちゃ寒かったです。土曜日は一日中アップ
ダウンの激しい道をぶっ通しで歩き続け、日曜日は朝から脚が棒と化し、その
絶望感は今でも覚えています。なるほど、これがワンゲルの本性か…！！
しかし、私はこの部活に入ることを決めました。それは、ワンゲルの登山には
ここでしか味わえない特別な楽しさがあると感じたからです。自分達で登って
辿り着く山の風景には得も言われぬ感動があり、山でみんなと食べる食事は
本当に美味しく、流れる時間は充実したものでした。そして何より、この部活に
流れるの和気あいあいとした雰囲気には味わったことのない居心地の良さが
あって、魅かれるものがありました。この人たちともっと一緒に山に行きたい、
そう思ったのです。
そして私は今でも、あの時ひるまずに入部して良かったと心の底から思って
います。はじめのうちは、雨で体が濡れたり、寒かったり、体力が持たなかった
りと嫌なことも沢山ありました。それでも何度も山に行くうちに、色々なことを乗
り越えた先に広がる世界の素晴らしさに気づくのです。そこで感じるものは一
人一人違うと思うので、ここではあえてお伝えすることはしません。ですが、そ
れがかけがえのない仲間との、他では得難い経験になることは確かでしょう。
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…っと、ちょっと本音が出過ぎたかもしれませんね。ですが心配は無用です。私
たちには代々培ってきた豊富な経験と知識があります。先輩が優しく指導してく
れるので、経験者はもちろん、未経験から登山をしたい方にもワンゲルはピッタリ
です。ここまで長々と書いてきましたが、結局のところ山の良さ、ワンゲルの良さ
は自分の目と心で確かめるのが一番です。少しでも「面白そう」と思ってくださっ
たなら、ぜひ新歓にお越しください。お待ちしています！

東京大学運動会ワンダーフォーゲル部主将 鴨田薫佳
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新歓代表挨拶

新入生の皆さん、こんにちは。東京大学運動会ワンダーフォーゲル部の新歓

代表を務めています、渡部航平と申します。

我々ワンダーフォーゲル部は、登山を中心として、クライミングや沢登りなど、

さまざまな活動を自然の中で行う部活です。皆さんは登山と聞いてどのようなイメー

ジをお持ちでしょうか。「ただきついだけの修行」というイメージを持っている方がい

らっしゃったとすれば、それは大きな間違いだとここで断言します。確かに登山には

肉体的な疲労もつきものですが、ワンゲルではそれを上回る達成感と絶景を見るこ

とができます。また、ワンゲルでは幅広い学年の部員が山での生活を共にするため、

学年の隔てなく仲が良いです。ワンゲルに必要なのは登山が好きという気持ちだけ

です。過去に登山系の部活に所属していたという方や、登山が好きという方は、ぜ

ひご検討ください！また、登山初心者も大歓迎です！実際に、初心者で入部して現

在活躍している部員もいます。今は特に登山に興味がないという方でも、今こうして

このパンフレットに目を通しているというのも何かのご縁ですので、まずは一度新歓

ハイクにいらしてください。部員一同、皆さんのご入部を心待ちにしています！

2023年度新歓代表 渡部航平
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Twitterウェブサイト 新歓ハイク応募フォーム

新歓情報
ワンゲルでは、主な新歓イベントとして新歓ハイク、ウォール会、新人合宿を企画しています。参加希望者はウェブ

サイトやTwitterで公開されているフォームでお申し込みください。

新歓ハイク
東京近辺の低山に登る日帰りハイキングです。軽食や飲み物も支給します。登山に少しでも興味を持った方は、

都合の良い日を選んで気軽にご参加ください！

持ち物：運動しやすい服装、運動靴、リュックサック（日常で使っているもので構いません）、

交通費

4/8(土) 新歓ハイク 御岳山（標高929m、東京都）

4/15(土) 新歓ハイク 大山（標高1252m、日本三百名山、丹沢山地）

ウォール会
本郷キャンパスの御殿下記念館で行われる、ボルダリング体験会です。

持ち物：運動しやすい服装

参加費：無料

日程：未定 複数回開催予定

新人合宿
ワンゲルの活動の基本である、1泊2日山行を体験してもらいます。大きいザックを担いだ登山や、山中でのテント

泊、山料理など、ワンゲル部員の日常を体験してもらいます。

前日（金曜日）の夕方に集合して山の近くまで移動し、前泊します。

持ち物：運動しやすい服装、交通費 (登山道具が必要になりますが、全て部から貸し出します)

4/22,23 新人合宿 三ッ峠（標高1732m、日本二百名山、山梨県）

4/22,23 新人合宿 雲取山（標高2017m、日本百名山、東京都最高峰）

4/29,30 新人合宿 那須岳（標高1915m、日本百名山、栃木県）

それぞれのイベントの詳しい情報や、ワンゲルについての情報、質問、相談などのお問い合わせは下記のSNS、

メールなどから気軽にしてください！

各種リンク
新歓用メールアドレス：twv.shinkan@gmail.com
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基礎データ

週間予定

火曜日：審議、トレーニング（5限後に2時間程度）

金曜日：（参加する山行があれば）麓にアプローチ

土、日曜日：山行

活動場所

審議：新学生会館

トレーニング：新学生会館に集合、代々木公園に移動

山行：企画により変動

部費

初年次約11000円（保険料約4000円を含む）

※部費は在籍月数や山行参加回数によって変動します。
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年間予定
4月：新歓ハイク、新人合宿
新入生が最初に経験する山行です。新入生は新人合宿のどれか1つに参加して
いただきます。体験会の意味もあるので、難易度は低いです。

5月：新人錬成
新入生の体力向上と、初歩的な技術の習得が目的です。新人合宿よりも難易度
は上がります。

6、7月：藪トレ
ワンゲル部伝統の藪山行が始まります。5回ほどでる企画の内2つ以上に参加して
いただきます。

8月：夏合宿
3つの行先の内1つを選び、12日ほど山で過ごします。普段行けない遠方の山にも
行けます。

9月：秋合宿
長い休みを活かし、難易度が高く、日数も長い山行に行きます。クライミング合宿
もでます。

10月：秋山行
紅葉などを楽しめる山行がでます。夏休み中とは違った景観が視られます。

11月：冬山行
雪山シーズンが始まります。(任意参加)上級生から2か月以上にわたって技術指
導を受けられるので安全に行けます。上級生は初冬登山に行きます。

12~1月：上級生は年越し登山に行きます。

2月：
希望する部員でスキー合宿に行きます。冬山参加者は訓練をし、非参加者はス
キーを楽しめます。

3月：
冬山の集大成である3月合宿があります。また、次年度の新歓が始まります。

※¹ 岩山行は年中通して、沢山行はおもに7、8月に行われます。
※₂ 11月～3月にも道、藪山行は出ます。
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活動紹介
ワンゲルでは、道・薮・冬・沢・岩の5つの山行形態を行っています。以下、
それぞれの形態の特徴をご説明します。

道

1年を通して企画が出されます。前泊し、早
朝から歩き始めます。山の上でテントを張っ
て通常1泊2日の山行を楽しみます。整備され
た道を歩き、時には岩場を通り景色を楽しむ
登山の王道です。地図読みやサイト(食事作
り)など、ワンゲル生活の基礎を身につけて
いきましょう。夏合宿では大縦走を経験でき、
山にどっぷりと浸かることが出来ます。

北岳

槍＆穂高

雲ノ平
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薮

自分達でルートを編み出し、藪に埋もれ
つつ道なき道を掻き分けて歩みます。地
図とコンパスを駆使して、仲間との連携
によって先へ進みます。おもむろに大展
望や爽やかな大草原が目の前に広がるこ
ともあります。人跡が全く感じられない
山を楽しむことが出来ます。ある意味で
一番自然と触れ合える山行形態です。

幻湿原

朝巻

南ア深南部

小出俣・俎嵓
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冬

冬山は険しく厳しい世界です。けれども、
壮麗に連なる白銀の峰々には誰もが惹き
つけられます。激しい風と深い雪に容赦
ない自然の姿を感じる事もあれば、翌日
に広がる大展望に心を奪われることもあ
ります。これこそ冬山の良さです。山の
中をスキーで滑走する山行もあります。
全山行形態の中でも最も体力的要求が厳
しい山行です。

常念岳

飯豊連峰

聖岳
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沢

沢筋を辿り遡行し、源頭まで登りつめ山頂を
目指します。時には淵を泳ぎ、滝を登攀し、
藪をこぎ…と登山の総合力が求められます。
沢ではいくつもの滝が水飛沫を上げ、清涼な
空気に包まれます。滝や崖などの難関の通過
にはロープを用います。暑い夏に水と戯れ、
自然を満喫できるのも沢登りの魅力の一つで
す。沢や岩の参加者には下界での訓練とジム
でのトレーニングが義務づけられ、安全面に
は細心の注意が払われています。

金山谷

前川大滝沢

水根沢

竜喰谷
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岩

ロープワークと登攀技術を駆使して険し
い岩壁を登ります。ワンゲルではフリー
クライミングのマルチピッチが基本で、
時には100mをゆうに超える岩壁に対し
ロープを身に巻き己の肉体のみで登りあ
げます。登り終えた暁に孤高の岩峰から
眺める下界の光景は格別で、単なる山の
頂上からのものとは一線を画します。ク
ライミングの技術により通常の登山だけ
では不可能な厳しい山やルートへも行く
ことができるようになり登山のバリエー
ションが大幅に広がります。

木戸壁右カンテ

烏帽子岩左稜線

子持山獅子岩

獅子岩
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主要な装備（道・薮）

・ザック

登山用のザックは腰ベルトがしっかりして
おり、肩ではなく背中全体で背負うような
感覚です。70〜90Lほどの大きさのものを
使い、時には30kg近くなります。ザックを
着るという言葉もあるくらいで、いつも一
緒にいる相棒です。

・シュラフ

寝袋です。山の上では夏でも寒いです。ま
してや冬山ともなれば。そんな時でも、
シュラフにくるまるだけで、安心できます。

・ブキ

山の上では自炊（サイトと呼んでいる）を
します。「ブキ(武器)」は食器類全般を指
しますが、その由来は諸説あり、「登山時
の食事は戦い」や「ロシア語のビューケか
ら」などと言われています。

・テント

ワンゲルの登山は基本テント泊です。
山岳用テントは山特有の強風に対応
するため、高さが低く、丸みを帯び
たロスのない形状です。また、山ま
で担いでいく為キャンプ用テントに
比べコンパクトさ、軽量性が求めら
れます。

・コンパス&マップケース

山では地図とコンパスを用いて現在
地を把握して進みます。特に藪や冬
山では登山道を進まず、自分達で地
図を見ながら道を切り開く為、必須
のアイテムです。
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主要な装備（冬）

・アイゼン＆ピッケル

アイゼンはクラストした（凍った）斜面
を歩くために登山靴につけて使用する爪
のような道具です。12本ほどの爪がつい
ており、斜面に刺して滑らないように歩
きます。ピッケルはつるはし状の道具で
歩く時の支えとして使ったり、急斜面を
登る際にアイゼンとともに雪面に刺しな
がら進みます。

・ワカン

深雪に沈まないように足に着ける輪かん
じきの様な装備です。最近はわかん以上
に浮力のあるスノーシューも流行ってい
ます。

・スキー板

山スキーで使用する板はゲレンデ用の板
と形状が若干異なる上、裏にシール（滑
り止めの様なもの）をつけてスキー板の
まま斜面を登るためにビンディングも解
放されるなど様々な特徴があります。

14



主要な装備（沢・岩）

・ロープ＆ハーネス

沢や岩では滑落の危険のためハーネスを履
き、そこに命綱としてのロープを結びつけ
て登ります。実際の岩場では他にもカラビ
ナやカムなど様々な装備を用いて自身の確
保をしながら安全に登攀します。

・クライミングシューズ

クライミングをする様な岩場は通常の靴や
登山靴では不可能で、専用のシューズがあ
ります。通常の靴と違い指先に力が入るよ
うつま先付近が曲がっていたり、トゥや
ヒールを岩の隙間にかけやすいように
シューズ全体が曲がっていたりなど様々な
特徴があります。

15



未経験者の方へ

どんな団体でも挨拶のごとく「初心者歓迎」の語が含まれており、この冊子をご覧
の皆様も単にそう書くだけでは信じて頂けないと思いましたので(笑)、p20に現部員
の初心者比率を記載しておきました。特に現2年会は11/13が登山初心者 (6/13が
高校時代文化部)ですので、他の運動会に比べれば初心者へのハードルは低いと
思われます。

では、なぜこれだけの未経験者比率で部活が成りなっているかといえば、それは
ワンゲル部の徹底された管理体制にあります。

登山も他の競技同様、単に体力勝負な訳ではなく、歩行や登攀における様々な技
術が必要です。体力も当然必要ですが、体力については毎週のトレと山行にサボら
ず参加すれば必ず付くので安心してください。(但し、トレは絶対にサボらないように)
また、ここでの技術と言うのは、一般の登山道(特に岩場)での歩行技術、薮の漕ぎ
方であったり、岩壁や沢のクライミング技術、冬山でのスキーやアイゼンピッケルを
用いた歩行方法等ですが、これらも新人錬成や薮トレ、毎週のクライミングジムでの
トレーニング(参加は任意)、スキー合宿や雪上訓練…etc と、年間通して技術を培う
ためのスケジュールが組まれており、これらのイベントを浴びるようにこなしていけ
ば必ず身につくようになっています。

最後に登山は体力や技術は勿論のこと、自然を相手にする以上、様々な山への
知識が必要です。ここで言う知識というのは、山での事故(怪我や遭難、滑落、雪崩
等)への対策 、各山域における局地気象などを含みます。登山におけるこれらの知
識は当部に蓄積されている60年間分の山行データ、及びこれらを研究し、まとめ上
げた各種レポート(全山行形態含めて50種類以上、各山域の局地気象を含めると+
数百…)に集約されており、新入部員は入部直後にこれらのレポートを上級生と共
に読み合わせる事になります。(これが大変…)冬や岩沢、その他局地気象のレポー
トは必要な際にその都度読み合わせがあります。
各山行に参加し実践しながらこれらも身につけていきます。

僕自身、高校では文化部で登山も全くの未経験者ではありましたが、この1年間毎
週のトレや山行をこなす内に徐々に山にも慣れていき、まだまだ未熟ではあります
が今ではクライミングや冬山にも参加出来るようになっています。

少しでも興味を持ってくださった方がいらっしゃれば、経験の有無に関わらず是非
いらしてください。

2年会市野響希
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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
2年会の道下と申します。女子会のページを頂いたので、登山未経験で入部
した女子部員としてワンダーフォーゲル部の紹介をさせていただきます。

ワンダーフォーゲル部の活動は経験に関わらず、そして男女の区別なく参加
可能です。参加すべきとされるいくつかの山行を除けば、基本的に自分の興味
関心に従って自分のペースで参加する活動を選ぶことができます。

体力や経験面で不安を抱える方もいらっしゃるかもしれませんが、ワンダー
フォーゲル部は山行参加メンバー全員で登ることを旨としており、歩が遅くなっ
てしまったとしても隊はそれに合わせて進みますし、余裕がある人が荷物の一
部を引き受けることもあります。体力不足を感じることもあるかもしれませんが、
トレーニングや山行への参加を重ねることで乗り越えられるようになります。

山に登るうえでその危険性は忘れてはなりませんが、ワンダーフォーゲル部
では伝統の中で安全に活動をするための制度が整えられており、知識や経験
がなくても上級生の指導・統率のもとで活動に参加し、自らも隊を率いて登るこ
とができるようになるまで成長することができます。
私自身入部を決めた当初は体力・技術面の不安は大きく、実際の活動の中
でも不足を感じる場面も多々ありますが、諸先輩方や同輩にささえられつつ活
動を楽しみ、肉体的にも精神的にも成長できたと思います。
日常を離れて自然を味わえることや、山を登ることで得られる達成感、仲間と
助け合いながら全員で山頂を目指す経験はえがたいものです。現在、女子部
員は少ないですが、部は性別・経験に関わらず新入生を歓迎していますし、最
大限のサポートができるよう力を尽くしたいと思っています。皆さんと一緒に活
動できることを楽しみにしています。

2 年会 道下里菜

女子会から
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Q&A

基本的には、ほぼ毎週企画される山行のうち、行きたいものを選んで参加す
る、という仕組みになっています。最低でも月１回、余裕がある人は月２回以上
参加することを推奨しています。また、６月に４～５回出される藪トレという企画
があり、このうちの２回と、夏休みのはじめにある夏合宿（2週間程度）は原則
全員参加です。
岩・沢、冬などの登山形態は希望者のみの任意参加です。

山行の頻度はどれくらいですか？

A.

Q.

夏山装備の場合、全ての装備を揃えると15万円前後かかります。毎回の山行
では交通費、食費など、数千〜１万円程度かかります。冬山の装備にはさらに
お金がかかります。
ですが、東大ワンゲルでは、部員には提携している登山用具店での割引特典
があったり、冬山装備を購入する部員には部（OB）から援助が出るなど、少しで
も負担が少なくなるように努めています。お金がないけど入部したいという人も
気軽に相談してください。

必要なお金はどれくらいですか？

A.

Q.

ワンゲルの新入部員には、毎年、登山初心者が多く、運動が苦手な人も少なく
ないです。基本的に、月１,２回の頻度で欠かさず山行に参加していれば体力は
自然に身についていくので、心配しないでください。入部当初は、装備の分担を
減らしたり、バテてしまったら荷物を持つなど、先輩たちが全力でサポートする
ので安心してください！
また、１、２年会は、毎週１回駒場キャンパスおよび代々木公園でトレーニング
を行っています。ランニングと筋トレを通して、基礎的な持久力、筋力を身に着
けるものとなっています。そのほか、山行前には各自の自主トレーニングを義
務付けることで体力アップを図っています。
ボルダリングジムでクライミングのトレーニングも行われており、希望者が練習
しています。

体力のない人でも、大丈夫ですか…？

A.

Q.
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ワンゲルでは毎回の山行の前後に、山行に参加しない人も交えて「審議会」とい
う会議を開き、山行の安全性をチェックしています。山行前には、参加者の技量
や登山ルート、危険個所、時間配分、装備などを細かくチェ
ックし、必要があれば計画を変更します。山行後には、山行当日の行動、反省
点などを他の部員にフィードバックし、記録を保存して今後の活動のための参考
とします。

安全面の対策は大丈夫？

A.

Q.

ワンゲルには60年以上の歴史があり、登山に関する知識が代々受け継がれて
います。合宿や季節の変わり目にはレポートの読み合わせがあり、救急法、山
の気象、歩行技術などを学びます。特に新歓期には、新一年会に必要な安全面
での知識などを伝達するためのレポートの読み合わせがあります。レポートに加
え、山の中でも上級生が丁寧に教えてくれるので未経験者でも安心です。

初心者で、山の知識がありません。上級生が教えてくれるのでしょうか？

A.

Q.

ワンゲルはしっかりと遭難対策に取り組んでおり、万一事故が起こってしまった
場合のために、部員の一人が遭難対策現地要員として東京で待機しています。
警察や自治体などへの登山計画書の提出も行っており、たとえ山に行っている
パーティに何か起こったとしても、現地警察と協力し迅速かつ十全な対応ができ
るようになっています。

万が一、事故が起きてしまった場合の対応は？

A.

Q.

新歓イベントやメール、SNSを通じて、いつでも質問に答えます。気になることが
あったら気軽に質問してください！

もっと詳しい話をききたいです

A.

Q.
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部員のデータ

例年十数人の部員が入部し、そのほとんどが積極的に活動に取り組んでおり、
稼働人数は東大の他の山岳系団体と比べてもかなり多いです。男女比は、
やっぱり圧倒的に男子が多いですね...。でも、女子部員も皆熱心に活動に取
り組んでいます。

男子 女子 合計

２年会 12 1 13

３年会 11 0 11

４年会 8 2 10

合計 31 3 34

割合 91% 9%

学年人数比、男女比

「運動会の部活」というと文系が多いよう
な印象がありますが、ワンゲルには理
系の部員もたくさんいます。２年会は理
系８：文系５、３年会は理系４：文系７、と
学年会により比率はかなり変わります。
２年会に６人もいる理１や、学年会問わ
ず多い印象を受ける文１は人数が多い
ですね。

科類比率（２年会および３年会）
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現役部員アンケート

～ ワンゲル部員ってどんな人たち？
ワンゲルってどんな部活？？ ～

Q1. 入部前に登山経験はありますか？

A. 中高で登山系の部活に入っていた： ６人
趣味等で登山していた ： ７人
登山経験なし ：１５人

多くの部員が大学から登山を始めた未経験者です。東大ワンゲルには、
山の知識や体力をしっかり身に着け、安全に登山を行う体制が整って
いるので、未経験者でもハイレベルな山にチャレンジしていくことができ
ます。ワンゲルは他の運動部とは違い、試合や勝ち負けはありません。
なので、部員同士で競争するのではなく、全員で協力して山に挑む、と
いう面が強いため、文化部出身者も数多く活躍しています。
もちろん、山の魅力や知識を知っている登山経験者も大歓迎！
登山系の部活で、高校時から長期の山行や大会(インターハイなど)を
経験している先輩たちもいます。

Q2. 兼サーはしていますか？

A. している ：１４人
していない：１４人

兼サー先は、サブカルサークル、文化系サークル、勉強会サークル、
運動系サークル、等々、様々です。
他の運動部と比べ、平日の活動は少ない（週１で会議とトレーニング）
からか、兼サーしている人はかなり多いです。特に、冬山をやらない
場合、１１～２月の間は道、藪山行が少なくなるので、兼サー先に注力
したり、岩にチャレンジしたりする部員もいます。
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Q3. アルバイトはしていますか？

A. 週３～４回： ９人
週２回以下：１３人
無し ： ６人

山行でお金がかかることもあり、多くの部員はバイトをしています。時間に余裕
が無い１人暮らしの１年生等、やってない人もいます。

Q4. 山行にはどれくらい参加していますか？

A. 基本毎週 ：２人
月２～３回：１２人
月１回 ：１０人
月１回未満：４人

ワンゲルの活動は、ほぼ毎週出される山行の企画の中から、自分の好きなもの
を選んで参加するという仕組みになっています。部の方針としては、月１回は必
須とし、月２回以上の参加を推奨しており、部員のほとんどがそれに従っている
様子が分かります。
ちなみに、基本毎週と答えた２人は主将と前主将。さすが...。

Q5. 入部理由（複数回答）
A. 山に興味を持った ：６人

山が好き、自然が好き ：５人
高校でも登山の部活に入っていた ：３人
ワンゲルの雰囲気が良かった ：３人
同期の仲間に誘われた ：３人
おもしろそう ：２人
いろいろなところに行ける ：２人
体力をつけたい・体を動かしたい ：２人
信頼できそうに見えた ：２人
本格的な登山をやりたかった ：２人

その他：勧誘が凄かった、高い所が好き、新しいことを始めたかった、冬山・山
スキーに魅力を感じた、等々
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Q6. ワンゲルの利点は何ですか？

A. 安全に本格的な登山ができる：８人
東大ワンゲルには、長年の経験や知識、技術の蓄積があり、組織の機構や
安全管理の体制も整っているので、未経験の人でも安心して登山を始める
ことができます。
山の知識を独学で身に着けるのは難しく、単独での山行は危険性も高いで
す。山に興味がある、いつか登ってみたい、という人は、ぜひこの機会に入
部することを検討してみてください。

スキルアップ：８人
山行への参加や、山行の企画を通して、山の技術や知識はもちろん、車の
運転(長距離、山道、ワンボックスカー)、事務能力、生活力、耐久力、貧乏旅
行スキルなど、さまざまな能力を磨けます。

部の友人、仲間：5人
ワンゲルには出身も性格もさまざまな人が集まっています。歩きながら喋り、
一緒に作業し、同じコッヘルの飯を食い、長い時間を共に過ごすため、親密
度はとても高いです。

活動範囲が広がる：5人

多様な登山形態：４人
どんな山でも登れます！！

景色：２人
ワンゲルの一番のセールスポイント。山頂からの360度の眺望も、登る前に
仰ぎ見るピークも、森の中の木漏れ日も、どれも写真では表しきれない絶景
です

山にたくさん行ける：２人
ワンゲルの本質ですね。

楽しい：２人
楽しいでーす！

藪漕ぎ：１人
大学登山部の中でも藪漕ぎが経験できる部活は少ないです。

奢ってもらえる：１人
一年生は下山後の風呂とご飯を奢ってもらえます♡

岩、楽しい：１人

体力がつく：１人
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他己紹介

二年会

山行での各種の係の担当や、１泊２日山行の企画をする。一年会を指
導しつつ、自らの登山技術も磨く。

二年会へのボルダリングの布教活動に尽力する、生
粋のクライミング中毒。体力豊富で冬山もやっている
が、薮には弱い。今年は岩稜歩きに行こうとしている
らしい。QOLの高い山行を好み道企画へよく参加す
る。

市野響希

三年生。ワンゲルで唯一の医学部医学科で自前のH装
（ファーストエイドキット）を携帯している。いろいろ兼サー
しており、インスタを見る限りかなりエンジョイしてそう。
入部が遅かったためまだ山行参加回数は少ないが、体
力は結構すごいらしい。

長田拓斗

10kg超えの差し入れ歩荷、徹夜100km縦走の個人山行な
ど、体力エピソードに事欠かない。関節が体力に追いつい
て無くよく怪我をするが、鎮痛剤を打ちながら歩き続ける常
人じゃない精神力を持つ。（真似しないでね）薮好きで次世
代のワンゲルを担っていく。

加納慎一朗

二年会のパ長兼マスコット。同期に写真を撮られまくってい
て2年会ラインに定期的に挙げられている。ラントレを欠か
さないのに何故か全く痩せなくて田中によく煽られている。
常に金欠だが最近はバイトも頑張っているらしい。スシロー
バイトの面接に落ちた。

加茂凌磨
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元陸上部でランニングが速い。言語系が得意で山では
先輩と言語について語り合っていた。が、サンスクリット
語は無念の撤退。根は真面目だが、単位落としまくって
いるという噂も。白毛門では独特なゴアマの着こなしをし
ていたらしい。

酒井陽平

ランニング中毒のトレ長。小食で、甘い飲み物(茶飯)が
嫌いなため、サイトで毎回苦しんでいる。プログラミング
や電子工作が得意で、CPUを自作中。昨年度の北ア夏
合宿で「九十九」という闇のゲームを始めた男。

田中基暉

さわやかで喋り方が優しく、人当たりのいい三重県人。
茶道部に所属する風流人。昭和歌謡に詳しく演歌好
きで、歌う歌の年代が一世代前で止まっている。参加
頻度が高い方では無いが、夏合宿大雪や赤城山など
レアな企画への参加は多め。

永田大智

高校時代もワンゲルの経験者で山の知識は2年会随一。
サイトや天気図にこだわる。美味い米の炊き方を追及し
ており炊飯レポートを作成した。昨年度の北ア合宿では
その腕前を遺憾無く発揮し、山行のQOL上昇に貢献し
た。

古谷亮次郎

６月に途中入部し、藪トレでワンゲルデビュー。加納と
共に２年会の藪を背負う藪の貴公子。IOI金で赤
corderと競プロのガチ天才で現在はワンゲルの装備
管理システムを開発中。個人山行では帰りのバスが
無かったりスマホを２回も無くしたりと散々...

松尾凛太朗
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ロシア語選択だが常識人枠。民族音楽愛好会と兼サーし
ており音楽への造詣が深い。昨年の夏頃はコロナで不参
加だったが、雪藪や冬道企画とその後の参加は多め。山
ではとんでもない体力を塩分チャージとマシュマロだけで
生み出す

道下里菜

プラティパスを日常使いするなど、色々と常識人離れした
エピソードが多いが、メンタルは強く100kmもの大峯奥駈
道を根性で歩き切った。1Sで大量落単していたが、英語
は強い。スキーが上手いので冬山にきて欲しいところ。
現在敬語練習中。

松田真輝

理ロシなのに2年会内ではまとも枠。理学部化学科志望
の社畜予備軍で、駒場委員などワンゲル以外の活動も
多く、割と忙しそう。独特な話し方だが話すと面白い。生
肉を山行に持ってきて特級呪物を爆誕させた事がある

山本怜次郎

頼れる新歓代表。100名山制覇を目指しているようで、
気付くと1人でどこかの山に行っている。2年会内でおそ
らく1番私生活がまともでしっかりしている。ただ、いつま
で経ってもzoomの画面共有だけは出来ない。カラオケ
のプロ。

渡部航平
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三年会

山行計画の立案・審査や、山行のリーダーを務める、部の中核。

道産子でスキーの神様。キャップがチャームポイント。
帰国子女でフラ語TLP、政治家志望と勉強に真摯。
F(山での食事係)には定評があり、夏山でも大量の氷
と共に生肉を歩荷してくれる事がある。「なのさ」が口
癖。

朝比奈龍之介

ランニングや自転車が趣味で山ではQOLを上げてくれる
神。大体なんでも弾けるピアノやギターの弾き語りなど
音楽面への才能に溢れる。かなりの坂道ファンで聖地
巡礼とsL企画を両立させた男。今年は大雪山に行こうと
している。

大高崚

3年会のムードメーカー。カルパスと間違え指を切るな
どオモシロエピソードには事欠かないやらかしキャラ
だが、後輩に優しく、いざという時に頼りになる。書道
のプロでワンゲルの巻機小屋の看板の文字は彼の
作品。

大坪祐市

一見まともだが、スイッチが入ると独特のジョークを繰
り出す中々に変な人。山でも下界でも良く写真を撮り、
ここ1年のインスタの投稿数は100件以上。ほぼ毎週
美術館やら博物館に行ってる気がする。

加藤拓真
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山に全振りのザ・ワンゲラー。体力も技術もワンゲル
No. 1でしかも優しいという完璧人間っぷり。ほぼ毎週
山に行っており逆に私生活が心配になる。今年度のワ
ンゲル改革を主導する為、現在準備中の模様…

鴨田薫佳

ワンゲルのお喋り隊長。彼の有無で隊のテンションが決
まる。薮岩沢冬と全山行形態に参加しながら、理物で
日々勉強に勤しんでおり忙しそう。ロングトレイル好きで
大峯奥駈道などの修行企画を出しがち。スキーは下りよ
り登りの方が好きな模様。

川中厚之介

ワンゲルだけでなくゴルフも趣味でスポーツ万能。藪が
大好きで現主将と同じく2年連続藪合宿に参加している。
元陸上部で体力も無尽蔵であり、これからのワンゲル
の藪を担っていく。最近クライミングも始めた。

川辺真暉

物知りで仕事が出来るワンゲル1の知識人。TLPで
成績もエグく実際頭が良い。電車や地理に精通して
おり、山行帰りに聖地巡礼するなどフッ軽で気付くと
どこかで一人旅をしている。度々名言を残す。

谷聡介

ラインも京都弁の生粋の京都人。他人にはとても優し
いが、メンタルが強く自分には厳しい。39.8℃の高熱で
アルプスを縦走し生還した化け物。(再掲 : 真似しない
でね)但し、酒に酔うと色々と面白くなってしまう...。

田村幹太
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四年会

豊富な登山経験を持つ最上級生。企画を審査する。

3年会一の常識人。現主将の世間離れした行動を戒
めてくれるが、もちろん山も好きである。訳あって一
昨年はほぼ参加できなかった為、実質まだ2年会。そ
のせいか現2年会にも敬語を使ってるとかなんとか...。
サクヤマチョコ次郎。

吉田一之亮

ワンゲルでも岩や沢など様々な山行に参加してい
て、村塾とも兼サーと何かと忙しそう。文三から農
学部に理転と珍しい。成績も良いらしく抜けてるよう
に見えて実はしっかりしている。ようでやはり抜けて
いる。

池田佳玲奈

山梨の自宅から通う根性派。航空宇宙が忙しくワンゲ
ルへの直接参加は若干少ないが、参加してくださった
際には後輩の面倒をめちゃくちゃ丁寧に見てくれるな
どワンゲル想い。Twitterが面白い。

久島明洋

株で100万近く損したとかいうトンデモエピソードがあ
るが、一応元会計。去年から急に藪に目覚め、現主
将と同じく藪トレ5回全参&藪合宿と藪にかなりコミッ
トしている。縁の下の力持ち。

塩野朋秀
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法曹志望で勉強が忙しそう。ホームシックになるらしく参
加頻度はあまり高くないが、昨年度は夏合宿大雪の企
画を担当した。一見静かだが話すとめちゃくちゃ毒舌で
面白い。昨年の日光白根では自己流の米の炊き方をし
た結果新品のコッヘル２つを丸こげにした。

島崚

モノマネで皆を笑わせるムードメーカー。語学が得
意で3.4ヶ国語も勉強しており、昨年度はトルコに
数ヶ月留学に行った。1日10時間くらい寝ないと無
理らしく山行の休憩中は必ずお昼寝している。

長藤大

他の男子部員より強いのが本当に訳わからない。バテ
てる所は見たことないし、4次元ポケット並みのザックか
らは無限の差し入れ。藪トレ4回全参、藪合宿、雪藪と実
は藪好き説がある。強メンタルの持ち主。

春木佑香

文武両道の前主将。昨年度の体力は勿論のこと、装
備やらロープワークやらと山の知識が誰よりも豊富。
一見厳しそうだが、話せば意外とフランクで優しく、後
輩の面倒見も良い。ただやはり怒らせると怖い。敵に
回したくない先輩第一位。

福家将斗
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修士1年からワンゲルに入り現在社会人2年。社会人
して残業をこなしながら藪にも冬山にも来るキャパお
化け。体力も技術も、そして経済力もワンゲルトップレ
ベル。関西弁で繰り出される毒舌トークが持ち味。

船引厚志

岩や道へのモチベが高い前副将。ジムでのボルダリン
グはワンゲル1上手い。時たまクズ発言が出るが彼が
言うと何故か憎めない。後輩にとても優しいがそのせ
いで（？）何人かから舐められてそう。長藤と相思相愛。
最近のマイブームは陰謀論らしい。

古田湧大

小屋を愛し小屋に愛された男。小屋将で基本山
小屋祭にしか現れないワンゲル1のレアキャラ。カ
メラやお絵描きのプロで語学も含め多方面に才能
あふれる。たまに冬山装備で寒冷地を旅行してい
る。オーバースペックでは？…

堀智洋
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